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木製食器に緊張緩和効果を確認！ 

～名古屋市立大学の産学連携研究～ 

 

懇話会における陶器製食器との比較において、参加者の緊張が低いという結果

に 

 

 

Hayano, et at, 2018 

 

名古屋市立大学大学院医学研究科および同大学院芸術工学研究科の研究者４人

（早野順一郎、山本健人、吉田豊、湯田恵美）と木製食器製造卸・販売の有限

会社籐芸（本社：三重県桑名市、代表取締役：平田淳）はこのほど、産学連携

研究の一環として木製食器による緊張緩和効果を確認し、日本生理人類学会第

77 回大会（2018 年６月開催）にて発表しました。 

 

これまでの研究では、木材への接触は、金属やプラスチックといった人工素材



への接触に比べて、血圧の上昇など、生理学的な反応が少ないことが確認され

ていましたが、日常の社会的状況に対する生理的効果は研究されていませんで

した。 

 

名古屋市立大学が研究協力者（20 代から 40 代の男女 10 人）を対象に行った実

験では、懇話会の菓子器・取り皿・カトラリーに、それぞれ白色磁器とステン

レス製カトラリー、木製食器と木製カトラリーの組み合わせを使用して懇話し

て頂き、その間の脈拍変動などの生体信号の変化やコミュニケーション量の変

化を、ウェアラブルセンサを用いて計測したところ、磁器・金属食器に比べて

木製食器を使用したときの方が懇話会参加者の交感神経緊張が低いという結果

が確認できました。 

＜論文（英文）＞ 

http://www.scholink.org/ojs/index.php/wjssr/article/view/1457 

 

籐芸社長の平田は「当社は 20 年以上にわたり、温かみのある木製食器が食生活

を豊かにすると信じ、デザイン性、実用性、耐久性を追求してきたが、その良

さが科学的に証明できて大変嬉しい。これを誇りに思うとともに、従来以上に

消費者に伝えていきたい」としています。 
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